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Keyword:転院 高齢者 大腿骨頸部骨折 ロイの看護理論 患者・家族・医療者間の思い 
○友池 めぐみ（中 1階病棟）
















































入院中の経過：8 月 30 日駐車場の車止めにつまずき転





























































































































































































表 2 B 氏の対処プロセス 















































































表 1 A 氏の対処プロセス 
 ②自己概念様式 ③役割機能様式 ④相互依存様式 
術
前 
・性格：負けん気が強い、我慢強い。⑥ 
・近頃は、用心しとかなと思って杖を使っ
てたから安全と思ってたのに恐ろしい。① 
・初めての入院、まだイメージがついてい
ない。① 
・（術前）動かなければ大丈夫です。今は、
体の為に大事をとってます。ラジオを聞く
気にもならない。⑫ 
・風邪もあまりひいたことが無かった。仕
事をしていたから、体も強かった。① 
・団地の５階に住んでます。階段
しか無いけど、手すりつき。⑦ 
・温泉によく長女と妹夫婦が温泉
に連れていってくれます。今回も
温泉の帰りにこんなことになっ
て。 
・毎日、散歩してました。いつも
会う人もいたから心配してるか
もしれない。早く戻りたい。⑥ 
・年を取って、何も分からんけん（長女
に）頼ってます。⑦ 
・娘がちゃんと考えてしてくれてるから、
全部任せてます。⑦ 
・（希望は）何もないです。ちゃんとして
くれるから。⑥ 
・入院時より、家族は H病院希望。⑥ 
・H7 年に（夫）亡くなりました。それか
ら、一緒に長女と住んでいます。⑦ 
 
術
後
・ 
リ
ハ
ビ
リ
期 
・骨が折れてショック、（転倒することに）
恐怖心はないけど、自分で用心しないとい
けないですね。① 
・杖で歩けるようになりたい。散歩を出来
るように。早く帰りたいとは思ってない。 
・リハビリは楽しい。⑥ 
・シルバー人材センターで働いて
いました。若いときは家事もやっ
ていたけど今は娘が全部やって
くれています。全部任せてるか
ら、何も心配してません。⑦ 
・子供がたくさんいて楽しい。⑦ 
・みんな（子供）仲がいいです。かわい
がってくれて楽しい。⑦ 
・昔は（決め事）相談して決めるように
してました。（病院は）どこも分からんけ
ん、娘の言うままちゃんとしていきます。
⑦ 
・初めて車椅子に乗りました。（医療者は）
ちゃんとしてくれてるから何もない（満
足）。⑥ 
転
院
前 
・散歩できるようになりたい。⑩ 
・今は、歩行器の練習をしています。みん
ないい人やけん、毎日楽しいです。 
・第一目標は、歩行器でトイレに行くこと。
⑩ 
・今は、調子がいいです。ありがとう。⑥ 
 ・家族で話し合われ、今後も長女が見て
いく。⑦ 
・（転院）決まったみたいですね。私は何
も分からんけん。言われた通りにするだ
けです。⑥ 
